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USCIS アップデート  

 

USCIS が CNMI 移行期労働者の最終規則を発表 

資格を有する雇用者に CNMI に居住する外国人労働者のための申請を許可 

 

ワシントン米国市民権・移民業務局（USCIS）は、今日の連邦広報に最終規則を掲示し、これ
によって北マリアナ諸島（CNMI）の労働者に対する移行期労働者（CW）の区分を規定しまし
た。CW 区分は、CNMI 

の雇用者が、これ以外の区分では労働資格のない非移民労働者を雇用することを許可するもの
です。 

 

外国人労働者は、以下の場合 CW ステータスの資格を有することがあります。 

 移民国籍法（INA）に基づき非移民区分または移民区分の対象外である、 

 居住者の労働力を補足するために必要とされる外国人労働者として働くために、CNMI 

に入国または滞在している、 

 CNMI で事業を経営する合法的な雇用者が提出する請願の受益者、 

 CNMI 以外、米国に在留していない、 

 CNMI に合法的に在留する、または在留していなければ CNMI 

にビザを持って入国する意図がある、および  

 米国に入国できるまたは入国できない理由に対する必要な免除を認められている。 

 

以下の場合、雇用者は CW 労働者の請願を行う資格を有することがあります。 

 最終規則で定義される、合法的な事業を経営している、 

 このポジションのために雇用できるあらゆる米国労働者を考慮した、 

 CNMI における雇用者の事業の性質に一致する雇用条件を提供する、 

 連邦および CNMI の雇用要件に順守している、 

 Form I-129CW（CNMI 限定非移民移行期労働者の請願書）および CW-1 区分補遺を 

USCIS に提出する、および  

 適切な申請手数料を支払う。 

 

ほとんどの場合、雇用者は同じ書類で複数の受益者に対して申請できます。CW 

ステータスの取得に必要な申請手数料は以下の通りです。 
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 Form I-129CW に対して $325、 

 必須の CNMI 教育資金手数料として年間各受益者につき $150、および 

 労働者が CNMI にいる場合、生体認証手数料 $85、 

 

CNMI 政府の非在留労働者の予想に基づく、各年度の CW 

ビザの数は限られています。2011年度の限定数は 22,417 人で、2012年度は 22,416 

人です。最終規則では、この限定数が毎年削減され、また2013年度以降の CW 

労働者の年度限定数は国土安全保障省が決定することを義務付けています。 

 

CW ビザ区分は CNMI 

内に限り有効で、その他の米国内での旅行または労働に対する理由にはなりません。但し、フ
ィリピン国籍の者は、フィリピンとグアム空港を経由して CNMI 

との間を旅行できるものとします。また、最終規則では、CW 

労働者の配偶者と未成年のこどもには二次的 CW ステータスを認めています。 

 

最終規則は、www.gpoaccess.gov/fr/ にて閲覧できます。 

 

USCIS は国土安全保障省内の機関で、移民援助に関与しています。詳細情報および CNMI 

についての具体的な移民援助の発表につきましては、USCIS の CNMI ウェブページ 

www.uscis.gov/cnmi をご覧ください。. USCIS 

およびそのプグラムの詳細情報につきましては、www.uscis.gov をご覧になるか、 

またはツイッター（@uscis）、YouTube（/uscis）および USCIS ブログ The Beacon 

でフォローしてください。.  
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